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　 Drugs　prepared　by　pharmacist 　may 　 somelimes 　 clog 　the　 nasogastric 　tubes，　gastrostomy 　tubes　or　jejunostomy
tubes　duri囗g　drug　admi 【listratic 〕n．　As　a　result ，　such 　drugs　were 　examined 　regarding 　their 　possibili1y　of 　clogging ．

Consequently，11％ of 　the　 capsulatcd 　drugs （89　drugs）could 　 n 〔〕t　be　used 　 with 　tubes　due　to　the　fact　tha且 they

did　not 　come 　in　 a　dispenser　lhaI　can 　be　used 　with 　tubes．　ln　addition ，15％ of 　tlle　drugs 　c1 〔〕gged　 the　thin 　tubes

（8Fr．）．7 ％ 〔〕f　Ihe　fine　granules　and 　granules（94　drugs ）could 　not 　be　used 　with 　tubcs ，10％ of　thcm 　clogged

the　thin 　tubes．

　 On　the　other 　hand，　in〔｝rder 　to　decrease　lhe　amount 　of 　b ∬ due　Io　crushing 　the　tableIs，　as　weil 　as　to　prevenI

health　hazards，　the　 tablets 　were 　dispersed　in　water ．　Experiments　 were 　perfbrmed ［o　 obtain 　data　on 　1he 　disinte−

gration　of　the　1able1s　in　Ihe　water ．　As　a　result，74％ of 　514　tablets　were 　fbund　to　be　appropriate 　for　administra 一

巳ion　using 　lhis　method ，　and 　this　rate　was 　higher　than　for　crushable 　tablets（53％）．

　The 　results 　 were 　complied 　and 　the　list　of 　the 　drugs　 1haI　could 　be　successfully 　adminis 匸ered 　by 　feeding　tubes

was 　madc ．　Accordingly ，　the　problems　in　 crushing 　 were 　 sotved 　and 　tube　 clogging 　 cou 且d　thus　be　 successfully

prevented　thus　resulting 　in　an 　improved　QOL 　f（）r　the　patients．
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緒 言

　経管 〔経鼻
・
胃痩

・
腸痩 チ ュ

ーブ ）栄養 を行 っ て い る

患 者 に投薬す る場 合，医師 は 処 方せ ん に 『つ ぶ し 〔粉

砕）』 の 指示 を 記載す る．薬剤師 は こ れ に 従 い 振 り替 え

る 液剤，散剤 が な い と錠剤 を 粉砕 して 粉末化 す る 調剤

（粉砕法） を行 っ て い る．看護婦 は こ の 薬 を 水 に 溶 き，

そ の 溶液をデ ィ ス ペ ン サ
ー

（注射筒類似 の 経凵 用 器 具）

に 吸人 し，患者の チ ュ
ーブ へ 注人 す る．しか し，薬剤師

が 調剤 す る と きや 看護 婦 が投 与す る時，以
．
ドに 示 す よ う

な さ ま ざまな 問 題 が 発 生 して い る ，

1，調剤時の 問題

　医 薬 品 の 特性 に 従い 処 方設 計 され た 製 剤 を，薬 剤 師が

錠 剤 を粉 砕 また は カ プ セ ル を 開封
．
して 調 斉11す る こ と は そ

の 製剤 の 設 計意図 を損なう可 能性 が あ る た め ，発生す る

匡
　　神奈川 県横浜市青葉区藤が FF．　2− 1− 1 ： 2− 1− 1，Fujiguoka，　Aoba −ku．　Yok 〔〕hama −shi，　Kanagawa．227−8518　Japan

　　東京都占占川 区旗の 台 1− 5− 8 ； 1−5．−8，Hatanodai，　Shinagawa−ku，　Tokyo ，142−8555　Jupan

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

462 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −一

口∫能性 の あ る 問ue1］に つ い て 事前 に 確認 し処方医 に 情報

提供す る必 要が あ る，その 問題 に は，製剤の 物理化学的

安定性 に対す る影響 （光，温 度，湿度，酵素 な ど に 対す

る 安定性）
跚

，薬物動 態 や 薬効 ・副 作用 に 対 す る 影響

（腸溶性，徐放性 の 破壊，吸収率の 変化），苫味，臭い ，

刺激感 な ど の 感覚器 へ の 影響 ， 調剤上 の 問 題 （薬 品 ロ

ス
輔 1

，配 合変化
T・Sli，調剤 者 へ の 健康 被 害 （接 触，吸

人 ），調 剤 業 務 の 煩 雑化 な ど が指摘
9−12／，

され て い る．

2．　投薬時の 問題

　投 薬時 に，薬品 が 水 に 懸 濁 し な い （疎 水 性 な ど），

デ ィ ス ペ ン サ ー
に 吸 入 で きな い

，
デ ィ ス ペ ン サ

ー
内に残

る，注 入 に多量 の 水 が必要 （水分制限 の 患者へ の 影響）

などの 問 題 が あ り，そ の 結果，処 方通 りの 用量 が 投薬 さ

れ て い な い 叮能性 が 大 きい ．

　
一

方，チ ュ
ーブ が閉塞す る とい う問 題 が あ り，閉塞 の

発 生 率 は 6 〜38％ と い わ れ て い る
13・14丿．太 い 冂 径 の

チ ュ
ー

ブ は長 期 間留置す る と鼻腔，咽頭，食道、胃な ど

チ ュ
ーブ が 当た る 部分の 粘膜 に 潰瘍が で きた り，胃内 に

流入 した栄養剤が 逆流 して 誤 嚥 性 肺炎を起 こす 危険性が

あ る．．一
方細 い チ ュ

ーブ を使用す る こ とで患者の 不 快感

は著 し く減少 し安全 性 も向 1二する が
Lfi）

，閉 塞す る 町能性

は 高 くな る．

3．崩壊懸濁法の 提案

　錠 剤 を 粉 砕す る 目的 は
， 粒径 を小 さ くする こ と に よ っ

て経管投 与しや す くす る とい う考 え 方 に 基づ い て い る．

しか し，どこ まで 粒径を小 さ くす れ ば 良い か，調剤 さ れ

た 薬が 本当 に 経管投 与 に適 す る の か ど うか，薬 の 物性

（特 に 水 に 対す る 物性） は どうで あ る か な どの 詳細 な 情

報 が な い 状 態で あ る，

　われ わ れ は，前項 に 記 した調剤時，投与時の 問 題 を改

善す る た め ，こ の 「粉砕法」 に 替わ る 「崩壊懸濁法」を

検言寸した．崩壊懸濁 法 とは錠剤，カ プセ ル 剤 を粉砕す る

こ とは せ ず，投与直前に 適量 の 水に 入 れ て 崩壊 ・懸濁 さ

せ て 投 与 す る こ と を基 本 と して い る ．

　「崩壊懸濁法」 を実施す る た め に は 各薬 品が 水 に 崩壊

する か 否か，薬品 の 性質に よ り投 与時 に問 題 が 発 生 しな

い か な どの 情報が 不 可 欠で ある ，そ こ で 崩 壊 懸 濁 法 を実

施 す るの に 必 要 な情報 を収集す る た め 独自に 実験を行 っ

た．

方 法

　「イ ン タ ビ ュ
ー

フ t，一ム か らの 情報収集」，「崩 壊懸濁

試験」，「通 過 性試験．」を実施 した．剤形 に よ り崩壊，懸

濁 の 手段，条件 が 異 な る た め 「錠 剤 」，「カ プ セ ル 剤」，

医 療薬学 Vol ．27，No ．5（2001）

［細 粒 ・顆 粒 剤 」 に 分 け て 検討 しt さ ら に 細胞毒性 を有

する薬 品 〔抗癌剤 な ど）は取扱 い 上 危険 を伴 うた め 別 に

検討 した．

1，調査薬品

　当院 と本学各附属病院で 採用 して い る734薬 品 （錠 剤

530薬 品，カ プ セ ル 剤108薬品，細粒 ・顆粒剤96薬 品 ）．

2．使用 機器

　デ ィ ス ペ ン サ
ー

：Baxa 社製 フ ァ
ー

マ シ
ーパ ッ ク （自

」ン：式 チ ッ プ キ ャ ッ プ付），経鼻チ ュ
ーブ ：テ ル モ 社製 サ

フ ィ
ー ド胃管 カ テ

ー
テ ル 12フ レ ン チ （Fr．），14Fr．，／6

Fr．，18Fr．と 「1本 シ ャ
ーウ ッ ド社製ア

ーガ イル ニ ュ
ー

エ

ン テ ラ ル フ イ
ー

デ ィ ン グチ ュ
ーブ 8Fr．

3． イ ン タビ ュ
ー

フ ォ
ー

ム （IF）か らの情報収集

　各薬品 の IFか ら製剤上 の 特徴，組 成 ，剤 皮 ，原 薬 ・

製 剤 の 安 定性 ，融 点，崩壊時間お よ び錠剤粉砕 ・カ プ セ

ル 剤 開封 の 叮否判断 を行うた め の 情報 を収集 した．なお

粉砕，開封 の 可 否判断基準 （表 1 ）は わ れ わ れ が 独 自に

作成 した．

4．崩壊懸 濁試験

　 1）錠剤

　カ ッ プ に 21℃ の 給水栓 末端か らの 流水20mL を人 れ，

次 に錠剤 1 錠 を入れ て 5分間放置 した．5分後薬 品 の 崩

壊 状態を観察 し，崩壊 した場合 ス パ ー
テ ル を用 い て 右20

回左20回 右 10回 円 を描 くよ うに 撹拌後 ， 懸濁 の 状況を観

察 し た ．崩壊 しな い 場合 は撹拌せ ず さ ら に 5 分間放置 し

て か ら同様 の 操作を行 っ た．そ れ で も崩壊
・
懸濁 しな い

場合，水 に よ る 崩壊
・
懸濁 を中 止 した ，こ の 中 止 した薬

品 の うち粉 砕 口∫能 な薬品 （表 1 で 判定） に 対 して は 錠剤

表面の コ
ー

テ ィ ン グ を破壊す れ ば 崩壊 しや す くなる か

ら，新た な 1錠を使 っ て ，シ
ート上 か ら乳棒 で 15回叩 き

コ
ー

テ ィ ン グ 破壊 し た 後， E．記 と 同様 の 方 法 で 崩 壊 ・
懸

濁の 状 況 を観察 した．シ
ー

トの 上から叩 い て も，ほ とん

どの 場合 シ
ー

トは破 れず保持で き る．粉砕不 凵∫能な薬品

は 経管投与不 口∫と判 断 した．

　 2 ） カ プ セ ル 剤

　デ ィ ス ペ ン サ ー
の ピ ス トン部を抜 き取 り，デ ィ ス ペ ン

サ
ー

内 に カ プ セ ル を 開封せ ず ユ個 を 入れ て ピス トン を戻

しデ ィ ス ペ ン サ
ー

に55℃ の 水20mL を吸 入 し
， 筒先 の 蓋

を して 5 分 間 自然放買 した．5分後 に デ ィ ス ペ ン サ ーを

千で 90度15往 復横転 し，崩壊 ・懸 濁 の 状 況 を 観察 し

た．5 分 後 に 崩壊 しな い 場合，さ ら に 5分 間 放 置 後 ，同

様の 操作 を行 っ た．そ れ で も崩壊 ・懸濁 しな い 場合，こ

N 工工
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　　　　　　　　　　　　表 1．錠 剤粉砕，カ プ セ ル 開封判定基準

1．粉 砕化 の 可 否 判 断は，原則 と して イ ン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ー

ム を参考 とする 、

　　イン タ ビ コ、一フ ォ
・一ム に デ

ータの 記載 が無 い 場合， 「錠剤 ・カ プセ ル剤粉砕ハ ン ドブ ッ ク 第 2版」（じほ

　 う1998）を参考に し判 断す る。判 断が f寸か な い 時 は 「不 適」 とする 。

2 ，イ ン タ ビ ュ
ーフ ォ

ーム 内 の 「原薬 の 安 定性」 中の 「苛酷 試験」 の 項 目で， 「温度
・
湿度

・光 」の 全条件

　 が 「4 週 間あ る い は 30日 間安 定」 の 場 合，　「可」 とす る。

　　   光 の 条件は ，　「室 内散光 」程 度が 安定 で あれ ば 「可 」 とす る。

　　   1安定」 と は，含量 ・力 価が 90％ 以 上 維持 さ れ る場 合 とす る。

　　　　　〔含
．
軍∵ 力価 の 試験結 果が 記載 され て い る 場合 ）

　　   多 少 の 着 色 ・吸湿 は あ っ て も安定で 服 用可 能な ら 1可」 とす る。

3 ．苦 み
・酸味 ・麻痺 性等が ある 場 合は 「可」 とす る 。　（経菅栄養チ ュ

ーブ投 与で は 影響 が ない た め ＞

d．製 剤的 L夫 〔徐放 性 ・腸溶性等）が さ れ て お り，粉砕化 す る こ とで そ の 特性 が失 わ れ る 可能 性が あ る場

　 合は 「不可 」 と す る 。

5，その 他

　　   抗 癌斉llは バ イオ ハ ザー
ドを考慮 し，原 則 と して 「不可」 とす る。

　　   内 容が 液 状 ・油状 などで，散 剤 と して 調剤で きない もの は 「不可」 と す る。

の 方法 を 中 ［L した．こ の う ち カ プ セ ル 開 封
．
可 能 な薬 品

（表 1で 判定〉は ，新 た な 1 カ プ セ ル を準備 し開封 し て

充填薬の み をデ t ス ペ ンサ ー
内 に 入 れ て 同様 の 方法で 崩

壊 ・懸濁 の状況 を観察 した．開封不可 能 な薬 品 は 経管投

与不 ［1ゴと判断 した．

　 3）　糸田粒斉「亅
・
果頁牢立斉「」

　通 常 1 回量の 細粒，顆粒剤を秤取 して ，錠剤 と 同様 の

方 法で 懸濁 状況 を観察 し た，

　 4 ）細胞毒性 を有す る 薬品

　各剤形 に 対す る試験 の 方法 は毒性 の な い 薬品と同様 で

あ るが ，毒性 を有す る た め ，錠剤 の コ
ー

テ ィ ン グ破壊，

カ プ セ ル の 開 封 は行 わ な か っ た．

　 い ず れ の 剤形 にお い て も経管投与可能 と判断す る水中

放置時間は看護婦の 負担，放置中の 汚 染，取 り違 い の 防

止 な どを 考慮 して 10分 （5 分 ＋ 5 分 ） と した ．

表 2，経管投 与 P］
’
否 判定基 準

記号 索1 判 定 纂 準
掌 2

適 110 分以内 に 崩壊・懸濁し，8Fr．経 鼻チ ュ
ーブを通過。

適 2
錠剤の ⊇

一
テ ィ ングを確壌．あるいはカプセル を開封すれば ．10 分以

内に 颶壊 ・懸濁し．8Fr．経鼻 チ ュ
ーブを通遇。

条 1
条件付通過

縫鼻チ ュ
ープサイズにより通過の状 況が異なる。

条 2
条件付通過

腸溶鍵の ため 経鼻テ ユーブが腸まで 挿入され て い れば 使用可能．

条 3
条件付通遇

備考覧参照 。

不 適 経管投与に適さない 。

＊ 1 「経 管 投 与 に 適す る 薬 品
一覧表」で 使 用 す る 判 定 記

　 号
・

＊ 2薬品注 人 後に 適量 の 水 で ブ ラ ッ シ ン グす る時，薬 品

　 が 残存 し て い なけれ ば通過 と判定

5． 通過性試験

　崩壊懸濁 試験で 得 ら れ た 懸濁液 を デ ィ ス ペ ン サ ー
に 吸

入 し，チ ュ
ーブ の 注入 端 よ り約 2 − 3mL ！秒 の 速 度 で 注

入 した．チ ュ
ーブ はベ ッ ド上 の患者 を想定 し体内挿入端

か ら 2／3 を水平 に し，他端 （注入端） を30cm の 高 さ に

セ ッ ト し た．サ イ ズ 8 フ レ ン チ （Fr．），12Fr．，14Fr．，16

Fr．，18Fr．の チ ュ
ーブ に 注 入 し，通過性 を 観察 し た ，薬

を 注 入 した 後 に 適量 の 水 を注 入 して チ ュ
ー

ブ 内を洗 う

時 ，チ ュ
ー

ブ 内に 薬 が 残存 して い なけれ ば 通過性 に 問題

な し と した ，

6． 判定

　崩壊 懸濁試 験 ，通 過 試 験 の 結 果 よ り経 管投与 に 適 した

薬 品か ど うか を経管投与判 定基準 （表 2 ）に よ り判定す る．

結 果

　全 調査薬品734薬品 を対象 と し，抗癌剤 お よ び毒性 の

あ る 薬品38薬品は 別 に 検討 し た．

1， 錠剤 （514薬品）

　 1） イ ン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ーム の 調査 （図 1 ）

　粉砕可否調査の 結果，原 薬の 安定性 と 製 剤的特徴 を 評

価基 準 と した 場合，粉砕 可 能な錠剤 は271薬品（52．7％ ），

条 件 付 粉 砕 可 能 な薬 品 は 11薬品 （2．1％ ），粉砕で きな い

薬品は 232薬品 （45．1％ ） で あ っ た．

　2 ）崩壊懸濁試験 （491薬品）（図 1）

　徐放化の 製剤 工 夫 が され て お り，体内動態 に影響する

た め水 に 崩 壊 で きな い 薬 品 が23薬品あ り本試験 の 対象薬

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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〈

崩
壊
懸

濁

法

「

　

　

　
・

ー
丿

L
−

灘

巴
　 　 一

殴与可能
271 薬品〔53 ％，

の

驚
 
趣

崩

郢

維鱗

図 1．崩壊 懸濁
・
通過 試験　錠剤 （514薬品）

　　　粉砕 法 （現行 法〉の 結果付 記

品 か ら除外 した．

　錠 剤 の ま まで 崩壊懸濁 u∫能 な 薬品 は 184薬 品 あ 1’），こ

の うち 5分 以 内 に 崩壊 した 錠 剤 は96薬品 ，
5 分一10分 で

は88薬 品 で あ っ た，

　コ ー
テ ィ ン グ破壊処 理 を加 え る こ とで 崩壊懸濁が 可能

に な る錠剤 は199薬品，内 5 分以 内 に 崩壊す る錠 剤 は 140

薬 品，5 分 一一一10分 で は 59薬品，崩壊 しない もの が 69薬品

あ っ た，破壊不可能は39薬品あっ た．

　以 上の 結果，崩壊懸濁可能 は383薬品 （74％ ） で ，131

薬品 （26％ ）が 本 試 験 で 不可能で あっ た ．

　 3）通 過性試験 （383薬品）

　試験 を実施 した すべ て の 薬 品 が 8Fr，の 経鼻 チ ュ
ー

ブ

を通過 した，

　 4 ）錠剤の 結 果

　崩壊懸濁法で 経管投 与可 能 な錠剤 は 全514薬 品 中，383
薬 品 （74％ ）で あ っ た．また粉砕法 で は271薬 品 （53％ ）

が経管投与可 能で あ る こ とが わ か っ た．

2． カ プセ ル 剤 （89薬品）

　ユ）イ ン タ ビュ
ー

フ ォ
ーム の 調査

　カ プ セ ル 剤89薬品の 内訳 は 硬 カ プ セ ル 剤79薬 品，軟 カ

プ セ ル 剤 10薬品で あっ た，軟 カ プ セ ル の 10薬品 と半 固形

油性 マ トリ ッ ク ス を充填 した 1薬 品 （カ プ ト リ ル R  
）

隊カ プ セ ル の 開封 が不 口丁能で あ っ た．こ の 11薬品 は粉砕

法 で は 開封不 叮 の た め 調 剤 され ない が崩壊懸濁法で は カ

プセ ル の ま ま水 に 溶解する ため 次の 崩壊懸濁試験 を実施

した．

　 2 ）崩壊懸濁試験 （89薬品）（図 2）

　カ プセ ル の ま まで 崩壊 ・懸濁 酉∫能 な もの は88薬品 で，
そ の 内11薬品 は カ プ セ ル 充填薬 （錠 剤 1 薬 品，油状成分

1 薬 品，顆粒剤 8薬品，粉末 1 薬品〉が デ ィ ス ペ ン サ ー

か ら出 ず経管投与不適 で あっ た．カ プセ ル を開封 す る こ

とで 崩壊 叮能 に な る 1 薬品 （パ ラ ミ ヂ ン
 
）をあ わ せ，

結 果78薬 品 が 崩 壊 ・
懸濁 し た．

　3 ）通過性試験 （78薬品）（図 2）

　78薬品全部がチ ュ
ー

ブ を通過 した．内訳 は カ プ セ ル を

崩壊 させ る63薬品 （71％） と充 填薬の み を懸濁 させ る 1

薬 品 が 8Fr．の チ ュ
ー

ブ を 通 過 し，8薬 品が12Fr．，5薬

品が 14Fr．，ユ薬 品が 16Fr．で 通過可 能 と な っ た．

　16Fr．で 通過 し た イ ト T
丿ゾ ー

ル
 
は ，充 填 薬 の 顆粒 の

投与 可能
63菓贔（71 ％ 〕

柴 件付可能
15 桑昌 （1瑚

　 7 憩 「

　　　、司切

驍 雙
　 8Fr16Fr

8Fr ．チューブ通過

　 63 藁品 1フ1鮒

12Fr ．16Fr
通 過 　通 過

曝 品 5薬 品 i

　　騨
　　　钁

亀
1’

‘ 」

　 　　　 　　 　　加
’

レー1
で 　 　 ロ

「コ
水への崩壊可能仂 プセルのま匐

　　　 　 巳8桑品L99 ％ 〕

1 粟 品　　■一一

カプセル 剤 （89 薬品）

図 2．崩壊 懸濁 ・通 過性試験

　 　 カ プ セ ル剤 〔89薬品〉
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コ
ー

テ ィ ン グ に 使用 され て い る マ ク ロ ゴ ー
ル が 水を吸 収

して 顆粒 を膨張 させ る た め
，

カ プ セ ル の 開封後充填薬を

水 に 入 れ て す ぐに 注 入 す れ ば14Fr．の チ ュ
ーブ で も通過

11∫能で あ っ た，

　 4） カ プセ ル 剤の 結果 （図 2）

　経管投与可 能 な薬 品 は78薬 品 で あ っ た，内 77薬 品 は カ

プセ ル の まま， 1薬品 は 開封 して 充填薬 を水 に懸濁 させ

て 投与で き る こ とが わ か っ た．

　「経管投与 に 注意
．
を 要す る カ プ セ ル 剤 の

一
覧」 （26薬

品）を表 3 に ま とめ た．こ の
．一

覧 に示 され た 充填薬 の 剤

ll彡を見 る とチ ュ
ー

ブ を通 過 しや す い もの は粉 末で ，通 過

せ ず閉 塞する 口亅
．
能性 が高い の は 顆粒剤 で あ っ た．

3．細粒剤 ・顆粒剤 （52／41薬品）（図 3 ，4 ）

　　1） 崩壊懸濁試験

　93薬品中，デ ィ ス ペ ン サ ー
に 吸 入 で きな い 薬品が細粒

剤 1薬品，顆 粒斉rl　6薬 品 あ り計 7 薬 品 を除 外 した．

　 2 ）通 過性試験 （51，・・’35薬 品 ）

　細粒剤 は 8Fr．通過が 45薬品 （86％ ），18Fr．が 2薬品

（4 ％），全径 の チ コ．一ブ 閉塞が 4 ．薬品 （8 ％ ）あ っ た．

　顆 粒 剤 は 8Fr．通 過 が22薬 品 （53　
o
／o ），14Fr．が 2 薬 品

（5％），　16Fr．　カ14
薬 品　（10％），　18Fr．　ths

’
2薬 品（5 ％ ）

で
， 全径の チ ュ

ー
ブ 閉 塞が 5薬品 （ユ2％ ）で あ っ た．

　 3 ）細粒 ・顆粒剤 の 結果

　 全93薬品中，77薬品が チ ュ
ー

ブ 通過 可 能で あ っ た．顆

粒剤 は細粒剤 に比 べ て 通過性が 悪 か っ た，こ れ は カ プ セ

ル 剤 の 充填薬 に見 ら れ る傾 向 と 同 じで あ る．

　「経管投与 に 注 意を要 す る 細 粒 ・顆 粒 剤 の
一

覧」 〔7 〆

19薬品） を表 4 に 示 し た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．465
4． 細 胞 毒性 を有 す る薬 品 （38薬品 ）（図 5 ）

　 1）崩壊懸濁 試験 ，通 過 性試験

　剤形の 内訳 は 錠斉「」16薬品，カ プ セ ル 剤 19薬 【

lll「
1，顆粒剤

3 薬品で あ っ た．崩壊懸濁 試験 の 結 果 ，24薬 品 が 崩 壊 懸

濁 し，そ の すべ て が チ ュ
ー

ブ を通過 し投
’j・［i∫能で あ っ

た．内訳 は23薬品 が 8　Fr．，1薬 品 （サ ン フ ラ
ー

ル S鴨

が 12Fr．の チ ュ
ーブ を通 過 した．

　2 ）細胞毒性 を有す る薬 品 の 結
．
果

　細胞毒性 を有す る薬 品 （38薬 品 ）の うち24．薬 ［

blTl1
が 粉砕

　　　　
9−El　1
盤 1

1

図 3．崩壊 懸 濁 ・通 過性 試 験

　　　細粒 剤 ［：52薬 品）

軽 管投与可 能

22 藁 贔 ｛53 ％ レ

柴酢付 可 簓

8 藁 品 〔20 ％〕

臼

コ　の　　サ　−　サ　の　　ロ　’　　　　

　　サ ー

二墨盛」 「k． t
I二騾 薯 ヒ鷹

昌
tifti ．1． 司禽昌

1 剛 冫　 1 　　齟 　

@
． ，　1 一 図4 ．崩壊
濁・通過性 試 ．験 　　

顆
剤 （41 薬品 ） 一 表 3 ． 経管 投 与 に注意を要するカ プ

セ

剤（26 薬占占）の・覧 　　　崩

懸濁試 験

，通過 性試
ｱ 結果 奚

結果 （注

意点） <TAB>商
i 名<TAB>   l

ﾀ 験 結 ﾊ （注意 j<TAB>商品 名 備脅 <TAB>

<TAB>油状成
分<TAB><TAB>アル

タ
ツト<TAB>徐

放
性顆粒 クセラ [ ゼ<TAB>腸溶コーティ

N ’ 顆粒＋粉   <TAB><TAB>ダレ 速放 顆粒 ＋ 剳    ｱ<TAB>エマベリ ン
剳  ｫ顆粒<TAB><TAB>ダンリッ 疎水性皮膜の ﾑi

V5 <TAB>カルナク リン<TAB>職漕性

粒<TAB><TAB><TAB>ビ タノ

イリン<TAB>顆粒 ケ タ ス<TAB>徐放 性   ｱ ＋ 腸溶

穎釉<TAB><TAB>8Fr
． で閉塞 （

2Fr 通過｝ ペルサンチ <TAB>徐 放性顆 粒 ディス ペン サー　内

c る<TAB>スロー r ツ ト<TAB>徐 放性顆 粒<TAB><TAB> ル ジ ピン LA<TAB>ﾝ 溶性 粒＋腸溶性粒

ブンイー P 徐 放性顆粒 ｰ 溶性顆粒 <TAB><TAB>ボ ルタレンSR<TAB>速

ｫ 顆 粒
＋

徐   ｫ穎粒 <TAB> Pプロン
<TAB>

腸 n性顆粒<TAB><TAB><TAB>レミカッ

連放 性顆粒 {徐放性顯 <TAB>ポンタ ール 粉末（疎 水

l<TAB><TAB><TAB>イ
ソ メ jー ル <TAB>速 放性顆粒＋ 徐放性穎粒

潟Zルギン<TAB>徐放性穎
粒<TAB><TAB><TAB>インデラル L<TAB>徐放性 顆粒 <TAB>ベ トリ

ー ルL<TAB>4倒
のフ仙ムコ

[ ト錠（ 1ﾂ
徐 放性》<TAB><TAB>8〜 12Fr

．で閉塞　 （

r ．通
過

） エブラン チル <TAB>徐放 性

J プ セ ルが 崩　   ｵ な い<TAB>パラミヂン<TAB>開封

薬
を水に崩壊すれば

8Fr通過<TAB><TAB><TAB>ベ
潟 `ー厶<TAB>腸

n 性顆粒喟溶 性 粉
末 <TAB><TAB><TAB><TAB>

<TAB>ヘルベ ッサーR<TAB>速放性ピー

ズ＋徐放性ビー ズ <TAB><TAB><TAB><TAB>
8 即14Frで閉塞　（

Fr 通
過
） <TAB>イ ト リ ゾ ー ル <TAB>マ クロゴー ル で コ ーティン グ し た顆 粒
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．
表 4．経 管投 与 に 注 意 を要 す る 細 粒剤 C7薬 品）・顆 粒 斉llQ9 薬 品 〕の 一覧

　　　崩壊懸濁試験，通 過性 試験結 果

奚験結果

（注意点 ）
商品 名 理由

実駿結果

（注意点 ）
商 品名 理由

ベ リチ
ーム顆粒

エ クセラーゼ顆粒

ア ゼプチ ン顆粒 成分 が難溶性のため
腸溶性 顆粒の 粒子 径が

大きいため

8〜12Fr．で閉 塞
（14・16・18Fr通過 ）

サプレス タ顆粒
腸溶性 で粒子径 小さい が、細
いカテーテルは危険性あり

→
丁 イス ペン サー
に 吸入できな
い

バル コ ーゼ顆粒
吸湿性 で 、膨張性で あり，
の り状に なるた め

セレニ カ R顆粒

テオ ロ ング顆粒

徐放性 で 粒子 径が大 きい

ため 8〜14Fr．で閉塞

（16
・18Fr、通過｝

MDS 顆粒

ストミラーゼ顆粒

L一ケフレックス穎粒

腸溶性 で、粒子径 がやや大

きいた め

グラマ リ
ー

ル細粒
水に浮遊するため

〔疎 水性）
ス ロ
ービ ツ ド顆粒

徐放性で 、粒子 径がや や 大

きいため
タナ ドーパ 顆粒 成分が難溶性

ユ ナシン細粒 小児用
成分が難溶性で、成人量の

場合 1回量が多い ため
酸化マ グネシウム

ノイ エ ル S細粒

ア ロ
ーゼン 顆粒

スパ ネート顆粒

成分が難溶性
8〜僞 阮 で 閉塞
　q8Fr、通過 ｝

ダーゼン顆粒

アデホス顆 粒

腸溶性で粒子径 がやや大き
いため

パ ナルジン細粒 賦形剤が難溶性の ため
全力テーテル

で閉塞 タガメット細粒

ガス トローム 穎粒
成分と賦 形剤が難 溶性

グル タイド細粒 賦形剤が難溶性

テオドール G 顆粒
徐放性で 粒子径が大 きい

ため

リーバ クト顆粒
水にやや溶けにくく、1回
量が多い ため

デ ー　：誓鐸鑓灘 ・
L．駐齟　LFt　LF降　LF再FF．　「，　「　「F．7　幽幽「
．錘劇

，7藁晶 〔縄 帖｝　　
’

．．ま蒸鸚鷲誦
癖 翻 翻

　　
’
ガプセル 剤　’・’“’’

lt：，11ptts ｛es − ） ”∵ ； 蠶縢韈鑞
蠶飜爨1邏

．
表 5．崩 壊 懸濁 法で 投与 叮能 な細胞 毒性 を有す る

　　　 薬．品一
覧

SFr．チューブ 通過
　 23 篥品〔60 ％ ｝ i1藁 品

図 5．崩壊懸濁 ・通 過性試．験
　　　細 胞毒性を有する 薬品 〔38薬 品）

や 開封 の 作業な しに 安全 に 調剤，投 薬 で きる こ とが 確認

で きた．表 5に 投与可能な薬品の
一

覧を示 した．

5． 「経管投与可 能薬品一覧表」の作 成

　「経管投与 口∫能薬品
・
覧表」50音別 （表 6） と薬効別

〔表 7−1，2） を作成 した．掲載薬品数 は734薬 品 で あ る ．

表 に は 各薬 品 の 製 剤上 の 特徴，崩壊懸濁試験 の 状 況 ，通

過性試．験の 判定結果，通過す る最小 の チ ュ
ー

ブ サ イ ズ，

錠剤粉砕 ・カ プセ ル 開 封 の 口∫否，［F 記載 の 崩壊時間，

試験 液，そ の 時間で の 崩壊状況 を記載 した．

考 察

ラン ク 寧 投与可能薬 品名 （24 薬品 ）

A ・アル ケラン　　　　　　
・
ノル バ デックス D

取 扱い 上で
・タス才ミン D　　　　　　　

・
フ ェ アス トン

注意を要する ・ナツ ラン 　　　　　　　 ・リウマ トレックス

・
ノル バ デックス

B ・エ ス トラサイト　　　　　
・
ティ
ー

エ ス ワン（25）

取扱い 上で
・
サ ン フラ

ー
ル S　 　 　 　 ・

フル ツ ロン

やや注意を要する ・
ス タラシド（50）　　　　　 ・ユ ーエ フ ティ

・
ス タラシ ド（100）　　　　

・
ラステット（25）

・ティ
ーエ ス ワン （20）　 　　 ・

ラス テ ッ ト（50）

C
・ベ ス タチ ン

晋通の 薬剤と
・
オダイン

同じ扱い でよい

・
ア フ エ マ　　　　　　　　・チガソン

記載なし
・ハ イドレア 　　　　　　　・ペ ノサ イド
・レトロ ビル

＊

日本 病院 薬剤 師 会学 術委員会第 1小委員会に よ る 『抗

悪 性腫 瘍剤 の 院 内取 り扱 い 指針 　第 2 版」 の 基準

め ，崩壊懸濁法の 処方か ら投 与ま で の 流れを図 6 に まと

め た ．現 状 の 粉 砕 法 は慣例 化 して い る た め
， 今まで 「錠

剤 の ま ま水 に 溶 か す．」 と い う視点の 違 っ た 見
．
方 をす る

こ とが ほ とん どな か っ た．今回の 検討 に よ り，以 トに示

す よ うに粉砕法で 問題 とな っ た事項を改 善 す る こ とが で

き，また，経 管投 与可 能 な薬 品の 数 を著 し く増加 させ る

こ とが で きた，

わ れ わ れ が検討 した崩壊懸濁法を粉砕法 と比 較す る た
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て 牛 じる 問題 で あ るた め，崩 壊懸濁法 （コ ー
テ ィ ン グ破

壊 な し）で は ま っ た く問 題 に な らな い ．

　コ
ー

テ ィ ン グ破壊を伴う崩壊懸濁 法の 場含，コ
ー

テ ィ

ン グ 破壊 は シ
ート上 か ら．

錠剤 を乳棒 で 叩 く方法 で あ る た

め，シ
ートか ら出 さ ない 点，粉砕 ほ ど粉末化 し ない 点か

1，調剤時の 問題の 改善

　粉砕法で 生 じる 問 題が 崩壊懸濁法 に よっ て どの よ うに

改 善 した か を表 8 に 示 した．

　 1．物理 的安定性 へ の 影響 （光，温度 ，湿 度 に よ る変

化），4 − 1．調 剤上 の 問題 （薬品 ロ ス ），4 − 3．他患者へ

の コ ン タ ミ ネー
シ ョ ン，5 ．調 剤者へ の 健康被害，6 ．調
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が あ る．したが っ て 崩壊懸濁 法 で は粉砕法 に 比 べ 配 合変

化 の 危 険性 は少 な い ．しか し，ユ0分 間の 崩壊時間中 に起

こ る 化学変化 に つ い て は未知の 問覆で あ り，今後十 分 に

検討す る 必要 が ある．

　以 上 の よ う に 崩壊懸 濁法 に よ っ て ，現 状 の 粉砕法 で 訓

剤 時 に 発牛 す る 問題の 多くが 解消 で き，た とえ発 牛 す る

ら上 記の 諸問題 は粉砕法 に 比べ 小 さい ．

　 4 − 2 ．配 合 変化 に 関 して ，粉砕法 で は 粉砕調 剤 後 は

粉末状態で ，投 与 前水 に 懸 濁 す る と き は液体状態 で （通

常 ユ0分程度）他薬 と混合 され て い る た め 何 円 問 も配含変

化 の 生 じ る危険 に 曝 され て い る ，崩壊懸濁法 は そ の 危険

性 が，投与前水に 崩壊懸濁 させ る IOS］間 だ け とい う利 点
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3 ＞，細粒，顆粒剤 （表 4 ） に ま とめ た．

　崩壊懸濁試験 の 結果 よ り，グ ラ マ リ
ー

ル 醐 附 ：，ボ ン

タール 餌 エ マ ベ リ ン L   カ プ セ ル の 充填薬 は 疎水性 で 水

「酊に浮 遊 す る た め，デ ィ ス ペ ン サー
に 吸人で きず投与で

きない こ とがわ か っ た．こ の よ うに デ ィ ス ペ ン サーに吸

人 で き な か っ た り，デ ィ ス ペ ン サ
ー

内 に 残 り完全 に
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場 合 で も，そ の 危険性 は 粉砕法 に 比 べ 著 し く少 な い こ と

が 示唆 され た．

2．　投薬時の 問題 ， 経管チ ュ
ー

ブ閉塞の 回避

　 今 回 の 実 験 で
“
投 与時 に 要注意

”
と 判断 し た 薬 晶 を

「経管投与時に 注意 を要す る薬品
一

覧表」 カ プ セ ル 剤 （表
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獄 の 拶鰭

通過

閉富

團

藁
剤

師

看

護
婦

緞 棚 階

　 碵脇 リ

唖 指示処方

　　 ↓

柵 鯔 院

仂 ブセノレ荊リ

　 　 　 　 　 †

　　　匠 ・に注 入

粉砕指示処方

液剤 に擴り脅える

一
覧表の 確認

　 セ ル 　ま丁イ ．
スペ ンサ

ー
に入 、…

れ水を吸入し

　 崩壌懸濁

加
’
セル開封し充　薬

をディ ス ペ ンサ
ー

　入
　 れ水を吸入 し

　 崩壊懸濁

通過

チューブに注入

↓
遡

図 6．現状 の 粉砕 法 と崩壊懸濁法 の 調剤 ・投 tJ・方法 の 比較

表 8．調剤 時の 問題 に対す る 粉砕法 と 崩壊 懸 濁法 との

　 　 比 較

粉砕法 崩壌愚濁瑳

調剤時の問囚点
　粉砕

カプセ馬開封

聢稱の まま　 コ呼 イン，被 壌

カフ
’
セルの ま ま　 加

齟
悌 開封

1−1 光 の 影響 xo △

1
物 理 的 安 定 性 へ
の影響

1−2 温 度温 度 の 影臂 xo △

1−3 色調蛮化 xo △

2 藁吻動態、薬効
・2−1 腸溜性、徐放性の 破禦

1 × xx

副作用への彫 響 2−2 吸収リ、『材 アペ 行 ピリティの 変｛匕
剛 X △ ×

3 感覚器への 影 響

3−1 味、奥い の 影響
’： QoO

312 刺激感、し びれ感、収散性
噸巳 ooQ

4−1 粉砕．分割分包 に よ る ロ ス × oQ
4 調剤 上 の 問鬮 4−2 混和、混 台 に よ る配合変化 × △ △

4−3 他愚者薬
へ
のコン タミネ

ー
ション × oO

5 調剤看
への 影 響 隆触、吸入による健康被窘 Ko △

6 調剤業務
6−1 煩雑化 xo △

6−2 調剤時聞増大 xo △

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　maMあり　　
　
　M なし　 　 ち ク あ り

＊1 イン タ ビ ュ
ー

フ ォ
ー

ム 調査 に よ り，叮 能性の ある 薬

　 品 を除外 す る こ とで 同 避可 能．
＊ 2

経 口 投与で ない た め 影響 は ない ．

チ ュ
ーブ に 注入 で きない 細粒 ・顆粒 剤，カ プ セ ル 充 填薬

は ，徐放性 や 腸溶性 の 剤皮 を 施 した もの が 多か っ た．そ

の た め 今同 実 験 を行 っ て い ない 薬品で も，こ の よ う な剤

皮 を施した 薬品 は 閉塞 す る可能性 が 大 きい と考え られ注

意 を要す る．

　通 過性 試 験 よ り
，

チ ュ
ー

ブ 不 通 過 の 細粒
・
顆粒剤 が 9

薬品あ り，チ ュ
ーブが 細 い と閉塞す る細 粒 ・

顆粒剤 は ］0

薬品，カ プセ ル 剤 は14薬 品 あ っ た，現状で は こ の よ うな

薬品 を 経管投 ラ・す る 場 合 で も特別 に 注意 を 払 うこ と な

く，処方，調剤 し患者 に 投与 して い る．そ の た め チ ュ
ー

ブ の 閉塞 が 生 じ何 度 もチ ュ
ー

ブ の 交換 を して い る ロ∫能 性

が 大 きい に もか か わ らず こ れ まで あまり開題視 され て い

な い ．こ れ は医師 ， 薬剤師，看護婦間の 連携が 不十分で

あ る こ とが 原因 と考 え られ る．本 通 過 性 試験 で 問題 の

あっ た 薬 品 を経 管投 与す る 時は ，使用 して い る チ ュ
ーブ

の サ イ ズ を確認 し，場合に よ っ て は そ の 薬 品 の使 用 を 中

止 す る こ とで 経管チ ュ
ー

ブの 閉塞 は 回避 で きる．経管栄

養剤 や ミ ル ク と と もに 注 入す る こ とで チ ュ
ー

ブ の 閉 塞が

起 こ りに く くな る こ と も考え られ る が，経管栄養剤 と薬

との 混合 に よ る 配合変化 が 報告
16−19）

さ れ て い る こ とか ら

栄養剤 との 混合 は避 け た ほ うが 良い ．

　また，粉砕法 で は，粉 末化 した薬 を均
一

に 分包する た

め 薬品 に 澱粉や 乳糖 な どの 賦 形 薬 を添加 し嵩 を増す方

法
2°1

を用 い る が，こ の 賦形薬 が 水 に 不 溶 性 の た め ，懸

濁，注入に 多量 の 水 が 必 要とな る ．こ れ は 投 薬 の 手 間 を

増 す だ けで な く，水 分 制 限 の あ る患者 に と っ て大 きな デ

メ リ ッ トで ある．こ れ に対 し崩壊懸濁法 で は，賦形薬の

添加が 必要 な い た め必要最小1垠の 水分量 で 投薬す る こ と

が で きる．

　崩壊懸濁法 で は カ プセ ル を溶解す る た め に55℃の 水に

入 れ る こ とか ら，各薬品 IF記 載 の 原薬
・
製斉ljの 安定性

デ
ー

タ （55℃ 以 E1 カ 月，40℃75％ 開放 条件 ド） と融点

を調べ た 結 果 ，ユ ベ ラ ニ コ チ ネー
ト
Ct’
の 融点が 55℃ 以 下

（38℃ ） を除 き，安定性 に問題が あ る 薬品 は な か っ た．

N 工工
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ユ ベ ラ ニ コ チ ネ
ート  は 融点 が低 く55℃ で は 成分 が 油状

と な っ て 水の 表面 に 浮 くが，温 ・
湿度虐待 に よ り含量 の

変化 を認め ず 安定で あ る
211．投 5一後 に 多め の 水 で 洗浄す

れ ば 使用 に問題 は な い ．

　 以 上 の よ うに 崩壊懸 濁 試験 ・通過性試験 の 実施 に よっ

て 投 与 時 に問 題 と な る 薬品が 明確 に な っ た．こ の 結果 よ

り，確実 な投薬 が で き る よ うに な り，ま た患者 の QOL

を低 下 させ る チ ュ
ーブ の 閉寒 を 回避 で きる よ うに な っ

た．

3，経管投与可能 薬 品 の 増加

　『つ ぶ し （粉砕）』処方の 問題点 を解決す る た め に 崩壊

懸濁法を検刮 して きた が ，結果 と して 経管投 与 に 使 用 で

きる薬品を以 下 に 示す よ うに 増や す こ とが で きた ，

　錠剤 は，粉砕法の 場合，全 514薬品 中271薬品 （53％）

が 投与 ロ∫能で あ っ たが ，崩 壊 懸 濁 法 で は 投与可 能 な薬品

は383薬品 （74　°／6）で あ り，粉砕法 よ り投与 で きる 薬 晶

が 112薬 品 増 えた．さ ら に ，水 で 崩壊
・
懸濁 し な い た め

に 崩壊 懸濁法 で は 投 与・で き な か っ た 錠 剤 に つ い て 粉砕法

で 投与で きる か を検討 した 結 果，34薬 品 が 投与 叮能 で あ

る こ とが わ か っ た．この よ うに両 方法を使 い 分け る こ と

に よ っ て 514薬 品 中417 （383十 34）薬品 （81％ ）が 経管

投 与 可 能 とな る こ と が 示 唆 さ れ た，

　 カ プセ ル 剤 の 場合，軟 カ プ セ ル は 充填薬が 液状 で カ プ

セ ル を 開封で き な い た め 粉砕法 で は使 用 で きなか っ た

が ，崩壊懸濁法 で は カ プセ ル ご と崩壊す る た め投与 ロ」
．
能

と な り10薬品中 9薬 品 の カ プ セ ル 剤が 経管投 与可 能 と

な っ た．安定性 に つ い て は今後検討の 必要が あ る．

　抗悪性腫瘍薬，免疫抑制薬，女 性 ホ ル モ ン薬 などの 薬

品 は 調剤者や 薬 を投 薬 す る 介 護 者 へ の 健康被害 が 以 前 よ

り論 じられ て い る が，マ ス ク や 手袋 の 使用 に よ る 防護以

外，こ れ とい っ た 解決策 は講 じられ て い な い ．今回，38

薬 品 の 細 胞毒性 を有す る 薬剤 に つ い て 崩 壊 懸濁 試験，通

過性試験 を行 っ た 結果，崩 壊 懸 濁 法 に よ っ て ，直接薬品

に 触れ る こ と な く，ケ ミカ ル ハ ザ
ー

ドの 危険を回避 して

24tY／品が 経管投 与で きる こ とが 示唆 され た （表 5 ），

　以 上 の よ う に崩 壊懸濁 法 の 実施 に よ り経管投与叮 能と

な る薬品が 大幅 に増え，こ の 結果 を臨床 の 場で 活用 する

こ とに よ り，経管栄養患 者の 疾 病 に対す る薬物治療 の 幅

を広 げ る こ とが で きた．

4． イ ン タ ビュ
ー

フ ォ
ー

ム 記載 の 崩壊時間が利用 で き な

い 理由 に つ い て

　各薬 品 の IF に は 日本 薬 局 方 の 崩壊試験法
221

に 従 っ て

得 られ た 崩壊時 問が 記載 さ れ て い る．日 本薬 局 方 崩 壊 試

．験法 で定 め ら れ た条件 （試．験液 ：剤皮 に よ り第
一

液 （pH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．・　 　 　 　 　 　 　 471

L2 ）， 第 二 液 （pH6 ．8），水 の い ず れ か ，液 の 温度 ：37

± 2 ℃ ，撹拌法 ：規 定 の 試 験 器 内で の 継続的な ヒ下 運

動，撹拌時 間 ：剤 皮 に よ り20分 一120分） は，わ れ わ れ

の 崩壊懸濁試験 の 条件 （水，21℃ ま た は55℃ ，20mL ，

放 置，判 定時間 ：最長 1〔〕分） と は ま っ た く異な る．した

が っ て 日本薬局方の 試験法 をそ の ま ま利用 で きず，よ っ

て IF に 記載 さ れ て い る 崩壊 時 間 も必 ず し も参 考 に な ら

ない ．滝 ［ は 錠剤 を 水 に 人 れ て 放 置 した と き，IF 記 載

の 崩壊時間 で 錠 剤 が 崩壊す る と 報告
ご31

して い る が，わ

れ わ れ の 条 件 で 行 っ た 確 認実験 で は 錠 剤514薬 品 中

48．3％ が そ の 時間 で 崩壊 し な か っ た．

5． 「経管投与可能薬品一
覧表」と現 場 で の 利用

　「経 管投 与可 能薬 品
・
覧 表 」 50音 別 （表 6 ），薬効別

（表 7 ） を利 用 す る こ と に よ っ て，崩壊懸濁法 に よ る経

管投
’

ナの 適 ・不 適，「コ
ー

テ ィ ン グ破壊」処理 の 要
・
不

要，通 過 す る 最 小 チ ュ
ー

ブ 径 を迅 速 に 知 る こ とが で き

る．また
， 粉砕法 に お け る錠剤粉砕可 否，カ プ セ ル 開封

可否 の 確認 も で きる．

　　
・
覧表薬 効別 （表 7 ）を利用 して ，薬効分類毎 の 薬品

選択が 容易 に行える ．例 えば ア ン ジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 素

開害薬 で経管投与 に 適した 薬品 は，崩壊懸濁法 に よ っ て

5分 以 1人1に 崩壊す る セ タプ リ ル   錠 また は コ ナ ン 樽定で

あ る．ま た ニ ュ
ーキ ノ ロ ン 系 抗 菌 薬 で は ，オ ゼ ッ ク ス

 

錠，シ プ ロ キ サ ン   錠，また は ロ メ バ ク トCF）
カ プ セ ル が

適 す る と簡単 に判断で きる．

　 プ ロ ト ン ポ ン プ 阻害薬 （PPI）は 粉砕不 叮
と1．

の た め 経

管投与困難 で あ る こ とが 知 ら れ て い るが，こ の
・
覧表 に

よ っ て ，崩壊懸濁法 を実 施す る と，ラ ン ソ プ ラ ゾ ール が

16Fr．以 上 の チ ュ
ー

ブ を使用す れ ば 経管投与 1【∫能 で あ

り，オ メ プ ラ ゾ
ー

ル 錠 は コ
ー

テ ィ ン グ破 壊処 理 を した 後

水 に 懸濁 して ，8Fr ．の チ ュ
ーブ で 投 与で きる こ と が わ

か る．た だ コ
ー

テ ィ ン グ破 壊 処 理 をす る た め 酸性 ドで は

分解 し吸 収 低 下 を起 こ す
2「’／，

か らチ ュ
ーブ が ト ：指腸 ま

で 挿 人 され て い れ ば投与可 能 で あ る が ，1ヨまで の 場 合 は

使 用 で きな い こ とが判定結果 （条件 2 ） に 示 さ れ て い

る．こ の よ うに PPI に 対 して 崩 壊懸 濁 法は 実用的に まだ

不十分 で あ り他 の 方 法 と組 み 合 わ せ る な ど今後検副す る

必要 が あ る．た と えば PPI を NaHCQi に 溶解 した り
2’．’・・z“ 1／

，

他 の 制酸剤 と併用す る 方法
！9　ltt．な どが 報

．
告 さ れ て お り検

討 の 余 地 が あ る．
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